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2020 年 10 月 6 日 
日本製鉄株式会社 

 
2020年度版統合報告書およびサステナビリティレポートの発行について 

 

日本製鉄株式会社（以下、日本製鉄）はこのたび、「統合報告書」「サステナビリティレポート」の 2020

年度版を 10月 6日に発行しました。 

 

発行２年目となる 2020年度版の「統合報告書」は、 IIRC（国際統合報告フレームワーク）の価値創

造プロセスモデルに沿って全体を構成し、日本製鉄の全体像をよりご理解いただけるようにしました。

また、将来のリスク・機会に対する日本製鉄の戦略について新たに章を設ける等、わかりやすさの工夫

もしました。ESGに関する記載のうち E（環境）S（社会）についての記載は「サステナビリティレポー

ト」で詳述するとともに、「統合報告書」では価値創造プロセスの中で ESG 課題におけるマテリアリテ

ィの要点を記載しました。 

「サステナビリティレポート」は、ESG の各分野における取り組みをご理解いただけるよう、網羅的

に紹介しています。E（環境）に関わる重要課題に対する日本製鉄の積極的な取り組みについて紹介す

るとともに、S（社会）面ではマテリアリティ順に、各項目について KPI（重要指標）も織り交ぜながら

紹介しています。特に、気候変動への対応がますます重要になる中、TCFDに準拠した開示を行い、推奨

されている開示項目の掲載箇所を一覧表にして示すなど、見やすい記載としています。また、CO2 排出

量削減に関する個社目標について検討を開始しており、今年度中に公表することとしています。さらに、

脱炭素社会の実現にはイノベーションが重要であるとの認識のもと、革新的技術開発による「チャレン

ジ・ゼロ」への挑戦についても紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼統合報告書のダウンロード 

https://www.nipponsteel.com/ir/library
/annual_report.html 

▼サステナビリティレポートのダウンロード 

https://www.nipponsteel.com/csr/report/ 
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各レポートの内容は、次のとおりです。 

「統合報告書」 

 日本製鉄グループ企業理念 

 社長メッセージ 

 鉄の魅力 

 日本製鉄の発展の歴史 

・ 価値創造プロセスと日本製鉄の強み 

 ＥＳＧ課題におけるマテリアリティ 

 インプット（製造資本・自然資本・知的資本・人的資本・財務資本・社会関係資本） 

 事業活動（製鉄事業のバリューチェーンと日本製鉄グループの事業領域、セグメント別事業概要） 

 アウトプット／アウトカム 

 実績と見通し（2019年度実績、2020 年度見通しとコロナ収束後の単独営業損益黒字化に向けて） 

 リスク・機会と当社の戦略（最適生産体制の追求、世界に通用する戦略商品の質・量両面の強化、 

地産地消化に対応した海外事業の深化、気候変動への対応、ＤＸの推進） 

 コーポレートガバナンス 

 財務情報 

 投資家情報 

 

「サステナビリティレポート」 

・ 企業理念・経営理念 

 社長メッセージ 

・ 鉄の魅力、日本製鉄グループの挑戦の歴史、ビジネス、価値創造プロセス、SDGs への貢献 

 ＥＳＧ課題におけるマテリアリティ 

 環境への取り組み（①気候変動への対応、②循環型社会構築（サーキュラーエコノミー）への 

貢献、③環境リスクマネジメント、④生物多様性保全の取り組み） 

 社会への取り組み（①安全衛生、②防災、③品質、④生産安定化、⑤人権の尊重、 

ダイバーシティ＆インクルージョン、⑥人づくりへの取組み、⑦地域・社会との共生） 

 コーポレートガバナンス 

 第三者保証報告書 

 社外からの表彰 

 

今回発行した「統合報告書」「サステナビリティレポート」が、ステークホルダーの皆さまの日本製

鉄へのご理解の一助になれば幸いです。ステークホルダーの皆さまとの対話を通じて、更に皆さまの理

解に役立つ報告書となるよう次年度以降も改善を継続して参ります。 

日本製鉄は、今後とも持続可能な社会への貢献と企業価値の向上に努めて参る所存です。 

 

 

問い合わせ先：総務部広報センターTEL 03-6867-2135,2146,2977,3419 


